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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接着剤付きウェザーストリップを基材表面に適用する装置であって、前記ウェザースト
リップが、剥離ライナによって保護される接着剤層が施されたウェザーストリップ本体を
備え、前記装置が、ストリッパ部を有する剥離ライナ除去工具を含み、前記ストリッパ部
が、
　ウェザーストリップスペーサであり、先端、傾斜した後端、中心軸線および厚さプロフ
ァイルを有し、前記ストリッパ部が前記ウェザーストリップと前記基材表面との間に位置
決めされたときに、前記ウェザーストリップ本体を前記基材表面に接触させながら前記ウ
ェザーストリップの接着剤を前記基材表面から離隔させるように機能的に適合される、ウ
ェザーストリップスペーサと、
　剥離ライナ案内面と、を備え、
　前記傾斜した後端は、前記ウェザーストリップスペーサの中心軸線と鈍角を規定する長
手軸線と、前記ウェザーストリップスペーサが前記ウェザーストリップに取り付けた剥離
ライナの対応する部分の後ろに位置決めされた後に、前記剥離ライナの後部が前記接着剤
層から除去され、前記後端を越えて前記剥離ライナ案内面の少なくとも一部の上へ後方屈
曲するように機能的に適合された横方向の曲率半径とを有する、装置。
【請求項２】
　前記基材表面に対向する前記剥離ライナ案内面の部分と前記基材表面の対応する部分と
の間の間隙を通じて前記剥離ライナを容易に引くことができるように、前記間隙を維持す
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る少なくとも１つの剥離ライナ間隙スペーサを更に含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記剥離ライナ除去工具は、前記ウェザーストリップ本体の下縁を制御するように機能
的に適合された少なくとも１つのガイドローラを有する工具基部を更に含む、請求項１又
は２に記載の装置。
【請求項４】
　剥離ライナ案内溝の底部を形成する前記剥離ライナ案内面の部分の両側で側方に延びる
対向する剥離ライナガイドレールによって画定された前記剥離ライナ案内溝を含む剥離ラ
イナガイド構造体を更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　少なくとも１つのウェザーストリップアクチュエータローラであり、前記剥離ライナ除
去工具に取り付けられ、それぞれの前記ウェザーストリップアクチュエータローラは、前
記ウェザーストリップ本体の長さに沿って前記剥離ライナ除去工具を前進させるように接
触するように機能的に適合されている、ウェザーストリップアクチュエータローラと、
　少なくとも１つの任意選択的なウェザーストリップアクチュエータモータであり、前記
少なくとも１つのウェザーストリップアクチュエータローラの回転を駆動して、それによ
って前記ウェザーストリップ本体の前記長さに沿って前記剥離ライナ除去工具を前進させ
、前記ウェザーストリップアクチュエータモータは、前記剥離ライナ除去工具に取り付け
られる、任意選択的なウェザーストリップアクチュエータモータとを更に備える、請求項
１～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのウェザーストリップアクチュエータローラが前記ウェザーストリ
ップ本体の前記長さに沿って移動するように強制されたときに、前記剥離ライナ除去工具
がスライドレールに沿って前後に摺動できるように、前記剥離ライナ除去工具を前記少な
くとも１つのウェザーストリップアクチュエータローラに接続する付勢された前記スライ
ドレールを更に備える、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　少なくとも１つのウェザーストリップニップローラであり、前記ウェザーストリップの
背面上の前記接着剤層を少なくとも前記基材表面の所望の部分に付着するように押し付け
ることができるように、前記ウェザーストリップ及び少なくとも前記基材表面の前記所望
の部分を少なくとも１つのウェザーストリップアクチュエータローラと前記少なくとも１
つのウェザーストリップニップローラとの間に配置することができるように、前記少なく
とも１つのウェザーストリップアクチュエータローラに取り付けられた、ウェザーストリ
ップニップローラと、
　任意選択的な付勢機構であり、前記少なくとも１つのウェザーストリップニップローラ
及び前記少なくとも１つのウェザーストリップアクチュエータローラを、前記ウェザース
トリップ及び少なくとも前記基材表面の前記所望の部分をそれらの間に配置させるのに十
分に強制離隔させながら、前記少なくとも１つのウェザーストリップニップローラ及び前
記少なくとも１つのウェザーストリップアクチュエータローラを互いに向けて付勢する任
意選択的な付勢機構とを更に備える、請求項１～６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　少なくとも１つの剥離ライナ引きローラと、前記剥離ライナの後部を、前記傾斜した後
端を越えて、前記剥離ライナ案内面の少なくとも一部を横切って、前記ウェザーストリッ
プから離れて引くように前記少なくとも１つの剥離ライナ引きローラを駆動する少なくと
も１つのアクチュエータモータとを更に備える、請求項１～７のいずれか一項に記載の装
置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の装置及び接着剤付きウェザーストリップの組み合
わせであって、前記ウェザーストリップは、ウェザーストリップ本体の背面に装着された
接着剤層を含み、前記接着剤層は、該層に取り付けた剥離ライナによって保護され、前記
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ストリッパ部は、前記ウェザーストリップ本体上に取り付けた剥離ライナと前記接着剤層
が接合される前記基材表面との間に配置されるように機能的に適合される、組み合わせ。
【請求項１０】
　前記接着剤層上の前記剥離ライナは、中央長手軸線を有し、前記ウェザーストリップス
ペーサの中心軸線は、前記接着剤層の前記中央長手軸線と概ね一致するか又は平行に延び
る、請求項９に記載の組み合わせ。
【請求項１１】
　（ａ）請求項１～８のいずれか一項に記載の装置、又は（ｂ）請求項９若しくは１０に
記載の組み合わせを使用して、接着剤付きウェザーストリップを基材表面に適用する方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接着剤付きウェザーストリップを適用する方法及び装置、特に、接着剤付き
ウェザーストリップが基材表面に適用されている間に剥離ライナを除去する工具の使用を
含むような方法及び装置、更に詳しくは、接着剤付きウェザーストリップを車両（例えば
、自動車、航空機、又は、船艇）の本体表面（例えば、ドア、及びドアフレーム）に適用
するような方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、自動車ドア及び冷凍機ドアに使用される、防水及び／又は気密シールを作製す
るゴム又は他のエラストマプロファイルが知られている。そのようなエラストマプロファ
イルは、一般に提供されるのが閉ループ形式、又は、別個の長さ、又は、一本もののロー
ルであり、しばしば少なくとも１つの熱成形又は成形された角部を有する。それぞれのエ
ラストマプロファイル、つまり、ウェザーストリップは、特に、各ドア形式、又は、封止
されるそれぞれの特定の基材向けに特別に設計及び製造される。
【０００３】
　一般に、ウェザーストリップは、機械的なかみ合い技術を使用して封止される開口部に
付着され、プロファイルが、ドア開口部の溝又はリップ部、又は、ドア自体と係合する。
あるいは、エラストマプロファイルは、ピンなどの他の機械式の手段を使用して付着され
得る。エラストマプロファイルは、また、所定の位置に接着することができ、かつ、感圧
接着テープを使用して自動車ドア、又はドア開口部に装着することができる。特に、自動
車用ドア、又は、トランク開口部においてシールとして使用されるゴム又は他のエラスト
マプロファイルを付着するのに適したテープが、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｇｅｒｍａｎｙ
国のＮｅｕｓｓの３Ｍ　Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ　ＧｍｂＨ）から販売されている。例と
しては、エラストマプロファイルに接合する熱活性化接着剤が片側に、テープ留め式のエ
ラストマプロファイルをドア開口部に付着させる粘着性感圧接着剤が反対側にある二重機
能的接着テープ、又は、感圧接着剤を両側に含むテープが挙げられる。選択される特定の
テープは、エラストマプロファイルが接合接着されることになる基材に左右される。
【０００４】
　ウェザーストリップの閉ループを車両開口部を取り囲むリップ部に機械的に設置するロ
ボットエンドエフェクタ工具類が知られている。１つのそのような装置が、ＰＣＴ出願第
２００４／１０８４５９号において教示されている。そのような装置の１つの実施例は、
エンドエフェクタにウェザーストリップを供給する手段と、ウェザーストリップの長さを
ループに形成する複数のガイドローラと、ウェザーストリップを開口部のリップ部上へ押
し付ける複数のアームとを含む。車両開口部への接着剤を基本とする目詰め材の設置を容
易にするエンドエフェクタ工具類、又は、アプリケータヘッドも開示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　ウェザーストリップシールを所定の位置に接合するために接着剤（例えば、両面接着テ
ープ）を使用する際の大きな障害は、ウェザーストリップが最終位置に位置する前に基材
表面（例えば、車両部品の表面）に露出した接着剤の早すぎる接着であり得る。本明細書
で説明する本発明は、剥離ライナが接着剤層から除去される前にシールが最終位置に位置
することを可能にする。これを行うために、本発明は、剥離ライナに沿って進み、剥離ラ
イナを接着剤層がウェザーストリップの背面に沿って延びる方向に対する角度（例えば、
９０°±約６０°）にて除去し、かつ、除去された剥離ライナをウェザーストリップから
離れて案内させる非常に小さい開口部又は間隙を、ウェザーストリップと基材（例えば、
車両ドア、ドアフレーム、サンルーフ、サンルーフフレーム、窓、窓フレーム、トランク
蓋、トランクフレーム、フード、フードフレーム、など）の表面との間に作成する。この
ようにして、接着剤の新しく露出した層を基材表面と接触させて基材表面上の所望の場所
に接合することができる。本発明の装置は、また、剥離ライナをウェザーストリップ適用
工程中に引くのが早すぎたり、遅すぎたりするのを防止するように剥離ライナの除去を制
御することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様では、接着剤付きウェザーストリップを基材表面に適用する装置を提供
する。ウェザーストリップは、剥離ライナによって保護される接着剤層が施されたウェザ
ーストリップ本体を備える。装置は、ストリッパ部を有する剥離ライナ除去工具を含む。
ストリッパ部は、ウェザーストリップスペーサと、剥離ライナ案内面とを含む。ウェザー
ストリップスペーサは、先端と、傾斜した後端と、中心軸線と、厚さプロファイルとを有
する。厚さプロファイルは、ストリッパ部がウェザーストリップと基材表面との間に位置
決めされたときに、ウェザーストリップ本体を基材表面に接触させながらウェザーストリ
ップの接着剤を基材表面から離隔させるように機能的に適合される。傾斜した後端は、鈍
角をウェザーストリップスペーサの中心軸線と鈍角を規定する長手軸線を有する。傾斜し
た後端は、また、ウェザーストリップスペーサがウェザーストリップに取り付けた剥離ラ
イナの対応する部分の後ろに位置決めされた後に、剥離ライナの後部が接着剤層から除去
され、後端を越えて剥離ライナ案内面の少なくとも一部の上へ後方屈曲するように機能的
に適合された横方向の曲率半径を有する。
【０００７】
　これらの及び他の態様では、本発明の特徴及び／又は利点は、更に本明細書において図
面及び詳細説明で示されかつ説明され、ここで同様の参照番号は類似の部品を表すために
用いられる。ただし、図面及び説明文はあくまで説明を目的としたものであって、本発明
の範囲を不要に限定するものとして読まれるべきものではない点は理解されたい。
【０００８】
　上記の本発明の課題を解決するための手段は、本発明の開示されるそれぞれの実施形態
又は本発明のすべての実施を説明することを目的としたものではない。以下の説明は、例
示的な実施形態をより具体的に例示するものである。本出願の全体を通じて幾つかの箇所
で、実施例のリストによって指針が与えられるが、これらの実施例は異なる組み合わせで
使用することができる。いずれの場合も、記載される列挙は、あくまで代表的な群として
のみの役割を果たすものであって、排他的な列挙として解釈するべきではない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】１本の例示的なウェザーストリップが中に配置され、除去された１本の剥離ライ
ナの長さ、及び、本発明により露出された接着テープの対応する長さを示す、本発明の一
実施形態に記載の剥離ライナ除去工具の若干立面の後面斜視図である。
【図２】図１の剥離ライナ除去工具の若干斜視の正面図である。
【図３】図２の剥離ライナ除去工具の若干斜視の後面図である。
【図４】ウェザーストリップなしの接着テープ及び剥離ライナを示す図３の剥離ライナ除
去工具の後面斜視図である。
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【図５】本発明による、接着剤付きウェザーストリップを基材表面に適用するために使用
される図１の剥離ライナ除去工具のストリッパ部分のみの斜視図である。
【図６】本発明の別の実施形態による、１本のウェザーストリップが中に固定された状態
で接着剤付きウェザーストリップを自動的に適用する、図１に示すものと類似のものであ
る剥離ライナ除去工具と、剥離ライナを接着剤付きウェザーストリップから自動的に引き
抜く任意の電動ライナ除去ローラとを含む、ウェザーストリップ適用装置の正面斜視図で
ある。
【図７】図６のウェザーストリップ適用装置の後面斜視図である。
【図８】剥離ライナを自動的に除去して巻き取るライナ引抜きスプールを伴う、別の剥離
ライナ除去工具実施形態の後面斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の実施形態を説明する際に、特定の用語が明瞭さために使用される場合があり、
同じ参照番号が類似の構造体を説明するために使用される場合がある。ただし、本発明は
、そのように選択された特定の用語又は構造体に限定されることを意図するものではなく
、そのように選択された各用語又は構造体は、同様に作用する全ての技術的等価物を包含
する。
【００１１】
　端点による数値範囲の列挙には、その範囲内に含まれるすべての数（例えば１～５は、
１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、及び５を含む）、並びにその範囲内の任
意の範囲が含まれる。
【００１２】
　本明細書及び添付の「特許請求の範囲」において使用するとき、単数形「ａ」、「ａｎ
」、及び「ｔｈｅ」は、その内容が明らかにそうでないことが示さないかぎりは複数の指
示物を有する実施形態を包含する。
【００１３】
　用語「含む（comprise）」及びこの変形は、これらの用語が現れる明細書及び請求項を
制限する意図を持たない。
【００１４】
　用語「好ましい」及び「好ましくは」とは、特定の状況下で、特定の利益をもたらすこ
とができる、本発明の実施形態を指す。しかしながら、同一又は他の環境下で、他の実施
形態も好ましい可能性がある。更に、１つ以上の好ましい実施形態の記載は、他の実施形
態が有用でないことを示唆するものではなく、また、本発明の範囲から他の実施形態を排
除することを意図するものでもない。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、「ａ」、「ａｎ」、「ｔｈｅ」、「少なくとも１つの」、及
び「１つ以上の」は、互換可能に使用される。
【００１６】
　用語「及び／又は」は、列挙された要素の１つ又は全て、若しくは列挙された要素の任
意の２つ以上の組み合わせを意味する（例えば、苦痛を予防及び／又は治療することは、
更なる苦痛を予防すること、治療すること、又は治療すること及び予防することの両方を
意味する。
【００１７】
　特に内容が明らかに示さないかぎり、本明細書において使用するところの「又は」なる
用語は、「及び／又は」を含む意味で一般的に用いられる。
【００１８】
　また本明細書では、端点による数値範囲の記載は、その範囲に含まれる全ての数を含む
（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、５などを含む）。
【００１９】
　図１～図４を参照すると、本発明の一実施形態は、接着剤付きウェザーストリップ１２
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を基材１４（例えば、車両ドアフレーム、ドア、窓フレーム、窓、トランクフレーム、ト
ランク、フードフレーム、及びフード）の表面に適用するウェザーストリップアプリケー
タ、つまり、適用装置１０に関する。ウェザーストリップ１２は、剥離ライナ２０によっ
て保護される接着剤１８（例えば、３Ｍ社によって販売されるアクリル発泡体貼付テープ
などの接着テープ）の層が施されたウェザーストリップ本体１６を有する。装置１０は、
工具基部２４を有する剥離ライナ除去工具２２と、ウェザーストリップの接着剤１８の剥
離ライナ２０と接着剤１８の層が接合される基材１４との間に配置されるように、機能的
に適合（即ち、設計、寸法決定、及び構成）されたストリッパ部２６とを含む。
【００２０】
　図５に示すように、剥離ライナ除去工具２２のストリッパ部分２６は、それ自体、接着
剤付きウェザーストリップ１２を基材１４に適用するように使用することができる。スト
リッパ部２６は、ウェザーストリップスペーサ２８と、剥離ライナガイド構造体３０とを
含む。スペーサ２８は、任意の先導スペーサリップ３２と、先端３４とともに、傾斜した
後端３６と、長手方向にスペーサ２８の長さに沿って、かつ、接着剤つまりテープ１８の
ウェザーストリップ層上の剥離ライナ２０の中央長手軸線と概ね一致して又は平行して長
手方向に延びる中心軸線３７と、楔形厚さプロファイルとを有し、該スペーサは、ストリ
ッパ部２６がウェザーストリップ１２に取り付けた剥離ライナ２０の対応する部分と、接
着剤１８の層が接合される基材１４の表面の両方の間にかつ両方に接触して位置決めされ
たときに、ウェザーストリップ本体１６（例えば、ウェザーストリップ本体１６の上端及
び下端の少なくとも一方又は両方）が接着剤１８の層が接合される基材表面に近接又は隣
接して位置する基材１４の部分に接触させながら、ウェザーストリップの接着剤１８の剥
離ライナに保護された部分を接着剤１８の層が接合されている基材１４から離隔させるよ
うに、機能的に適合（即ち、設計、寸法決定、及び構成）される。剥離ライナガイド構造
体３０は、案内溝３８の底部を形成する剥離ライナ案内面４２の両側で側方に延びる対向
する剥離ライナガイドレール４０によって規定された剥離ライナ案内溝３８を含むことが
できる。
【００２１】
　傾斜した後端３６は、ウェザーストリップスペーサ２８がウェザーストリップ１２に取
り付けた剥離ライナ２０の対応する部分の後ろに、かつ、該部分と接触して位置決めされ
た後に、剥離ライナ２０の後部（即ち、後端３６の直後に、又は、後端３６の上流側に位
置する剥離ライナの長さ）を接着剤層１８から除去し、後端３６を越えて剥離ライナ案内
面４２の少なくとも一部の上へ後方屈曲させるように機能的に適合（即ち、設計、寸法決
定、及び構成）される。例えば、傾斜した後端３６は、ウェザーストリップ１２から除去
されてチャンネル３８内に配置された剥離ライナ２０の側端で鋭角θ１を規定する長手軸
線を有することができる（図３参照）。あるいは、傾斜した後端３６の長手軸線は、また
、ウェザーストリップスペーサ２８の中央長手軸線３７（即ち、先導スペーサリップ３２
の長さに沿って長手方向に延びる軸線）で鈍角θ２を規定すると考えられ得る。後端３６
は、また、剥離ライナ２０の除去された後部を端部３６を越えて、かつ、案内面４２の上
へ多少徐々に屈曲させるようにする横方向の曲率半径４４を有することが好ましい。この
湾曲部４４で、ライナ２０を除去することがより容易になり得る。ウェザーストリップ適
用装置１０は、その後、ウェザーストリップ１２が該装置の中に捕捉された状態で、ウェ
ザーストリップの接着剤１８の層が接合される基材１４上の場所にて位置決めすることが
できる（図５参照）。
【００２２】
　装置１０は、また、基材１４上の所望の場所でのウェザーストリップ１２の接合に悪影
響を与えることなく、剥離ライナ２０を間隙を通して手によって又は自動的に容易に引く
ことができるように、接着剤１８の層が接合される基材１４に対向する剥離ライナ案内面
４２の部分と基材表面１４の対応する部分との間の間隙を維持するストリッパ部２６上の
（例えば、基材１４に対向する剥離ライナ案内面４２の片側又は両側の）少なくとも１つ
の剥離ライナ間隙スペーサ４６を含むことができる。間隙は剥離ライナ２０の厚さに相当
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するか、又は、該厚さよりも若干大きいことが望ましくあり得る。例えば、間隙は、ライ
ナ２０の厚さの２倍又は３倍であり得る。剥離ライナ除去工具２２の工具基部２４は、例
えば、外周溝で、ウェザーストリップ本体１６の下端を中で捕捉、又は、その他の方法で
制御するように受け取るように、機能的に適合（即ち、設計、寸法決定、及び構成）され
た１つ又はそれ以上のガイドローラ４８を含むことができる。ウェザーストリップ１２の
長さは、工具２２においてストリッパ部２６とガイドローラ４８との間で固定される。ウ
ェザーストリップスペーサ２８の先導スペーサリップ３２が楔形厚さプロファイルを有す
ることがに望ましくあり得る。
【００２３】
　図６及び７を参照すると、ウェザーストリップ適用装置６０は、別の実施形態により、
接着剤付きウェザーストリップ１２を自動的に適用する、図１～４で示すものと類似の剥
離ライナ除去工具６２を含む。剥離ライナ除去工具６２は、工具基部６３と、ウェザース
トリップの接着剤１８の剥離ライナ２０と接着剤１８の層が接合される基材１４との間に
配置されるように、機能的に適合（即ち、設計、寸法決定、及び構成）されたストリッパ
部２６とを有する。ストリッパ部２６は、ウェザーストリップスペーサ２８と、剥離ライ
ナガイド構造体３０とを含む。スペーサ２８は、任意の先導スペーサリップ３２と、先端
３４と共に、傾斜した後端３６とを有する。剥離ライナガイド構造体３０は、案内溝３８
の底部を形成する剥離ライナ案内面４２の両側で側方に延びる対向する剥離ライナガイド
レール４０によって規定された剥離ライナ案内溝３８を含むことができる。ストリッパ部
２６は、間隙を通して手によって又は機械的に剥離ライナ２０を容易に引くことができる
ように、剥離ライナ案内面４２の一部と基材表面１４の反対の隣接部分との間の間隙を維
持する（例えば、基材１４に対向する剥離ライナ案内面４２の片側又は両側の）少なくと
も１つの剥離ライナ間隙スペーサ４６を含む。剥離ライナ除去工具６２の工具基部６３は
、ウェザーストリップ本体１６の下端を中で捕捉するか、又は、その他の方法で制御する
ように受け取る２つのガイドローラ４８を含む。ウェザーストリップスペーサ２８は、先
端３４を形成する先導スペーサリップ５０を含むことができ、ウェザーストリップスペー
サ２８の厚さプロファイルは、楔形である。
【００２４】
　ウェザーストリップ１２の長さは、工具６２においてストリッパ部２６とガイドローラ
４８との間で固定される。ウェザーストリップアクチュエータモータ（図示せず）は、少
なくとも１つのウェザーストリップアクチュエータローラ６８の回転を駆動するハウジン
グ６６の対応する空洞６４内に取り付けられ、それぞれのローラ６８は、ウェザーストリ
ップ１２がローラ６８と基材１４の間に摩擦係合されるように圧縮されたときに、移動方
向（矢印６９によって示す）にウェザーストリップ本体１６の長さに沿って剥離ライナ除
去工具６２を前進させるように接触するように、機能的に適合（即ち、設計、寸法決定、
及び構成）される。工具６２の基部６３は、スライドレール７０の端部でバネ付勢される
か、又は、その他の方法で付勢され、かつ、ウェザーストリップアクチュエータローラ６
８がウェザーストリップ本体１６の長さに沿って移動するとき、レール７０に沿って前又
は後ろに摺動するように強制されたときにそうするように取り付けられる。スライドレー
ル７０は、ローラ６８の前でハウジング６６の前側に取り付けられる。装置６０は、両方
ともスライドレール７０の端部で工具基部６３に隣接して取り付けられた、ローラ起動モ
ータ７４によって駆動される任意のライナ除去又は引抜きローラ７２を含むことができる
。除去された剥離ライナ２０は、ローラ７２と工具６２のライナ案内面７５（ある程度ロ
ーラ７２によって隠れる）の隣接部分との間に摩擦係合されるように圧縮又は狭窄された
ときに接着剤付きウェザーストリップ１２から自動的に引き抜かれ、ローラ７２は、モー
タ６４を起動させることによって回転する。
【００２５】
　装置６０は、また、任意選択的に、ハウジング６６に取り付けられた基部７８上で回転
するウェザーストリップニップローラ７６を含むことができる。ローラ７６は、ウェザー
ストリップ１２及び基材１４を、少なくともウェザーストリップが接合される場合に、間
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で配置することを可能にするほどローラ７２及び７６を強制離隔させることができるよう
に付勢機構（例えば、バネ付勢機構）を取り付けることができる。このようにして、ウェ
ザーストリップ１２及び基材１４は、また、ローラ７２及び７６間で摩擦係合されるよう
にウェザーストリップ１２の背面上の接着剤１８の層を基材１４の表面に付着するように
押し付けることができるようにこの付勢作用によって圧縮され得る。ローラ７２及び７６
の一方又は両方が自由に回転可能であるか、又は、アクチュエータモータによって直接に
回転することが、望ましくあり得る。
【００２６】
　図８を参照すると、代替剥離ライナ除去工具８０は、１次傾斜した後端８２及び（端部
８２のそれと等しいか又は類似の度合いに傾斜した）２次傾斜した後端８４、傾斜した端
部８２及び８４間の剥離ライナ案内面８６と、ウェザーストリップスペーサ８８とを含む
。１次傾斜した端部８２は、ウェザーストリップスペーサ２８がウェザーストリップ１２
に取り付けた剥離ライナ２０の対応する部分の後ろに、かつ、該部分と接触して位置決め
された後に、剥離ライナ２０の後部（即ち、後端８２の直後に、又は、後端８２の上流側
に位置する剥離ライナの長さ）を接着剤層１８から除去し、後端８２を越えて剥離ライナ
案内面８６の少なくとも一部の上へ後方屈曲させるように機能的に適合（即ち、設計、寸
法決定、及び構成）される。除去された剥離ライナ２０の後部は、その後、２次傾斜した
端部８４上に後方に屈曲して、ライナ２０を巻き取るスプール９０に巻回される。スプー
ル９０は、ウェザーストリップアクチュエータローラ９２と共に回転できるように共有駆
動軸又はアクセルを介して接続される。したがって、ローラ９２が係合してウェザースト
リップ１２の長さに沿って回転するとき、剥離ライナ２０の後部は、スプール９０上へ巻
き上げられ得る。ローラ９２及びスプール９０は、スプール９０上のライナ２０の巻線が
ウェザーストリップ１２の長さに沿ってローラ９２の動きに追随するように従来の手段を
使用して軸（axil）９４によって接続される。
【００２７】
　従来の剥離ライナ除去装置では、接着剤側から接着テープ剥離ライナへのアクセスが必
要である。多くの場合、ピン、又は、小さいローラ、又は、他の装置が、剥離ライナの表
面に沿って乗り、ライナは、テープの長さと概ね一致するか又は平行な方向に除去される
。本発明は、例えば、剥離ライナをテープの長さに沿う以外の方向に接着テープから除去
させることによって従来のライナ除去装置と異なる。本発明に必要なのは、接着テープ剥
離ライナへの自由なアクセスではなく、接着剤と基材との間の小さい間隙のみである。除
去されるときに剥離ライナの角度を変えると、ライナをウェザーストリップの下から外へ
除去することを可能にすることができ、最小の間隙のみが、テープと基材表面との間に形
成される。ライナ除去の角度は、ライナを所定の位置から出すことを必要することなく除
去することを可能にする任意の角度であり得る。剥離ライナを除去するために使用される
複数の角度があり得る。ライナ方向の変化を作り出すために使用される材料及び装置は、
例えば、プラスチック、金属、又は、他の剛性又は可撓構造体などの材料構造体に機械加
工される角度であり得る。また、斜めに保持されるか、又は、角ばった表面が形成された
回転可能なローラ、又は、角ばった表面が形成された静止構造特徴部が、剥離ライナの方
向を変えるために使用され得る。ウェザーストリップが接着する、及び／又はドラッグ又
は摩擦力を低減するために低摩擦材料で作製される剥離ライナと接触することは、基材の
表面と接触する剥離ライナ除去装置の部分に望ましくあり得る。
【００２８】
　剥離ライナ自体は、除去プロセス中に破断、又は、有意に伸張するのを防止するために
必要である場合には補強され得る。本発明の装置は、ポリ被覆クラフト紙、クラフト紙、
オレフィン、ポリエステル及び他のプラスチック、又は、紙剥離ライナ材料を含むがこれ
らに限定されない多くの材料で作製された剥離ライナと共に使用され得る。優先事項は、
できるだけ小さくなるように、通常、ウェザーストリップと基材表面との間の間隙に対す
るものであるが、本発明は、また、ウェザーストリップと基材との間のより大きい間隙で
、換言すると、ウェザーストリップは基材にごく近接していなくても使用され得る。本発
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明の利点の１つは、ライナが除去されて接着剤が適用されるときにウェザーストリップが
適切な位置にあり得るという点である。
【００２９】
　ウェザーストリップの場所特定は、（ａ）手作業で位置特定され、手によって所定の位
置に保持され、（ｂ）手作業による適用工具が、ライナが除去される直前に適用時にウェ
ザーストリップを位置決めされ得、（ｃ）ウェザーストリップは、所定の位置に締め付け
、又は、テープ留めされ得、（ｄ）ウェザーストリップは、ライナが除去される直前にピ
ン又はクリップを介して機械的に装着され得、（ｅ）ウェザーストリップの特徴部が、設
置後に適切な位置にてウェザーストリップを保持し得、（ｆ）固定具、又は、テンプレー
トが、ウェザーストリップを所定の位置に位置決め及び／又は保持し得、（ｇ）半自動化
（支援）適用工具、即ち、工具付きレールシステム、工具付き支援アームなどが、ライナ
が除去される直前に適用時にウェザーストリップを位置決めし得、（ｈ）ロボットが、ラ
イナが除去される直前に、適用時にシールを設置又は位置決めし得、及び、（ｉ）他の方
法が、ライナが除去され、かつ、接着剤が適用される（例えば、感圧接着剤が押圧される
）前にウェザーストリップを設置及び／又は保持するために使用され得る、の任意の１つ
、又は、任意の組み合わせによって実行され得る。ライナ除去装置は、以下の方法、即ち
、（ａ）機械又はロボットを介して手作業で又は自動的に接着剤と基材との間に設置され
得、（ｂ）ウェザーストリップの一端から接着剤と基材との間に設置され得、（ｃ）ウェ
ザーストリップは、既に所定の位置にある装置上に装着され得、及び、（ｄ）装置は、テ
ープと基材との間にその他の方法で位置決めされ得る、の任意の１つか、又は、任意の組
み合わせによって、接着層つまりテープと基材との間に位置決めされ得る。適用時にライ
ナ上の張力を保つ装置は、（ａ）手作業による張力－手で引張る、（ｂ）従動ニップロー
ラ又はベルト、又は、ライナを掴む他の方法、（ｃ）ライナを引張る真空システム、（ｄ
）重み付けローラ、（ｅ）スリップクラッチがローラ又はベルトに装着された過励振（ov
er-driven）ローラ、（ｆ）ローラ又はベルトに装着された定トルクモータ、及び、（ｇ
）適用時にライナ上の張力を保つ他の装置の任意の１つ又は任意の組み合わせであり得る
。除去されるライナは、真空管を介して除去され得る。細かく切られるか、又は、単体と
して除去され得る。
【００３０】
　例えば、自動車本体とドア周りにウェザーストリップ１次シールに接合する接着テープ
製品を販売するための取り組みが進行中である。そのような接着剤付きウェザーストリッ
プを適用するのに工具を使用することは問題になり兼ねず、シールは、ライナが除去され
た場合には場所を間違えて貼付されやすく、シールが最終位置に位置する前に接着剤が晒
されるからである。これを克服する方法は、まずシールの場所を特定して、その後ライナ
を除去することである。この仕方の技術的問題は、ライナがシールと車両フランジとの間
に捕捉されるということである。本発明では、この接合面に小さい空間を作成してライナ
を外へ案内する。更に、及び、より重要なことに、この装置の外形形状では、ライナを抜
くために使用される張力を、接着剤からライナを剥離させる最適な力にする。この空間が
なければ、ライナを引張るだけでは、一般的に、関連の摩擦力を克服するために多大な張
力が必要とされるのでライナが機能しなくなる。また、ライナは、ある程度可変の前傾角
度で引張らなければならないので、自動的には引張ることができない。接着テープの中央
長手軸線から９０度の角度で引張るのがライナに近いほど、自動でライナを除去しやすい
ことがわかった。ライナが適用時に除去される正確な地点を制御するのも、難題になり兼
ねない。ライナが適用時に除去するのが早すぎたり、遅すぎたりすれば、結果的に、ウェ
ザーストリップ適用場所が間違ったり、又は、ライナがテープの下に挟まってしまい兼ね
ない。ライナが挟まってしまえば、ライナは除去することができず、工程を完了すること
ができない。本発明は、また、ライナが適用工程中に除去される正確な場所を制御するが
できる。ライナは、装置がライナと接触する地点にて除去される。
【００３１】
　例示的な実施形態
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　装置の実施形態
　１．接着剤付きシール（例えば、車両のドア、窓、トランク、フード、蓋など、電気製
品などを封止するために使用されるもののようなウェザーストリップシール、又は、他の
細長いシール）を基材表面に適用するアプリケータ、つまり、適用装置であって、シール
（例えば、ウェザーストリップ）は、高い長さ：幅のアスペクト比を有し、かつ、剥離ラ
イナによって保護される接着剤（例えば、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙによって販売されるアク
リル発泡体装着テープなどの接着テープ）の層が施される細長いシール本体（例えば、ウ
ェザーストリップ本体）を含む、装置。装置は、工具基部を有する剥離ライナ除去工具と
、ウェザーストリップの接着剤の剥離ライナと接着剤層が接合される基材表面との間に配
置されるように、機能的に適合（即ち、設計、寸法決定、及び構成）されたストリッパ部
とを含み、ストリッパ部は、
　先導スペーサリップと、先端とともに、傾斜した後端と、スペーサの長さに沿って長手
方向に、かつ、接着剤層上の剥離ライナの中央長手軸線と概ね一致するか又は平行に延び
る中心軸線と、楔形厚さプロファイルを有するスペーサであって、スペースは、ストリッ
パ部が接着剤付きシール（例えば、ウェザーストリップ）に取り付けた剥離ライナの対応
する部分と、接着剤層が接合される基材表面の両方の間にかつ両方に接触して位置決めさ
れたときに、シール本体（例えば、ウェザーストリップ本体の上端及び下端の少なくとも
一方又は両方）が接着剤層が接合される基材の表面に近接又は隣接して位置する基材の部
分に接触させながら、ウェザーストリップの接着剤の剥離ライナに保護された部分を接着
剤層が接合される基材から離隔させるように、機能的に適合（即ち、設計、寸法決定、及
び構成）される、スペーサと、
　案内溝の底部を形成する剥離ライナ案内面の両側で側方に延びる対向する剥離ライナガ
イドレールによって規定された剥離ライナ案内溝を含む剥離ライナガイド構造体と、を含
み、
　傾斜した後端は、スペーサの中心軸線（例えば、任意の先導スペーサリップの長さに沿
って長手方向に延びる軸線）で鈍角Θを規定する長手軸線と、ウェザーストリップスペー
サが接着剤付きシール（例えば、ウェザーストリップ）に取り付けた剥離ライナの対応す
る部分の後ろに、かつ、該部分と接触して位置決めされた後に、剥離ライナの後部（即ち
、後端の直後に、又は、後端の上流側に位置する剥離ライナの長さ）が接着剤層から除去
され、後端を越えて剥離ライナ案内面の少なくとも一部の上へ後方屈曲するように機能的
に適合（即ち、設計、寸法決定、及び構成）された横方向の曲率半径とを有する。シール
適用装置は、その後、シール（例えば、ウェザーストリップ）が該装置の中に捕捉された
状態で、接着剤層が接合される基材表面場所上に位置決めすることができる。
　２．基材表面上の所望の場所でのウェザーストリップの接合に悪影響を与えることなく
、剥離ライナを間隙を通じて手によって又は自動的に容易に引くことができるように、接
着剤層が接合される基材表面に対向する剥離ライナ案内面の部分と基材表面の対応する部
分との間の、剥離ライナの厚さよりも大きい間隙を維持するストリッパ部上の（例えば、
基材表面に対向する剥離ライナ案内面の片側又は両側の）少なくとも１つの剥離ライナ間
隙スペーサを更に含む、実施形態１に記載の装置。以下の実施形態が、ウェザーストリッ
プシールとの使用に関して以下で説明されるものとする。しかしながら、これらの実施形
態がウェザーストリップシールだけではなく、任意のそのような細長いシールに等しく適
切であり得ることが理解される。
　３．剥離ライナ除去工具は、例えば、外周溝で、ウェザーストリップ本体の下端を中で
捕捉、又は、その他の方法で制御するように受け取るように、それぞれ、機能的に適合（
即ち、設計、寸法決定、及び構成）された１つ又はそれ以上のガイドローラを有する工具
基部を更に含む、実施形態１又は２に記載の装置。
　４．中心軸線は、スペーサの長さに沿って長手方向に延びる、実施形態１～３のいずれ
か１つに記載の装置。
　５．ウェザーストリップスペーサは、先端を形成する先導スペーサリップを含む、実施
形態１～４のいずれか１つに記載の装置。
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　６．ウェザーストリップスペーサの厚さプロファイルは、楔形である、実施形態１～５
のいずれか１つに記載の装置。
　７．案内溝の底部を形成する剥離ライナ案内面の部分の両側で側方に延びる対向する剥
離ライナガイドレールによって規定された剥離ライナ案内溝を含む剥離ライナガイド構造
体を更に含む、実施形態１～６のいずれか１つに記載の装置。
【００３２】
　ウェザーストリップは、剥離ライナ除去工具のストリッパ部及び工具基部によって規定
されたウェザーストリップ受け空洞内に捕捉され得る。スペーサ先端が、例えば、典型的
には約１ｍｍ未満又は約１ｍｍに等しい～約２ｍｍまでの範囲の厚さを有するスペーサリ
ップの先端とともに相対的に薄いことが望ましくあり得る。除去工具の傾斜した後端が、
例えば、２ｍｍよりも大～約５ｍｍ以上の範囲の厚さを有するスペーサリップの先端より
も厚みがあることが望ましくあり得る。スペーサリップが接着層の幅に相当する幅（即ち
、接着層よりも若干広い、同じ幅、又は、若干狭い）を有することが望ましくあり得る。
また、スペーサリップの中心軸線が、接着層の中央長手軸線に平行か、又は、該中央長手
軸線と少なくとも概ね整合されることが望ましくあり得る。傾斜した後端の長手軸線が、
約２．５°の増分で約１５°～約８５°（即ち、１７．５°、２０°、２２．５°、２５
°、２７．５°、３０°、３２．５°、３５°、３７．５°、４０°、４２．５°、４５
°、４７．５°、５０°、５２．５°、５５°、５７．５°、６０°、６２．５°、６５
°、６７．５°、７０°、７２．５°、７５°、７７．５°、８０°及び８２．５°）の
範囲及びその間の任意の範囲でウェザーストリップスペーサの中心軸線と鈍角θを規定す
ることが望ましくあり得る。
【００３３】
　８．剥離ライナ除去工具を取り付けるか、又は、剥離ライナ除去工具にその他の方法で
取り付けられた少なくとも１つ以上のウェザーストリップアクチュエータローラを更に備
え、それぞれのウェザーストリップアクチュエータローラは、ウェザーストリップ本体の
長さに沿って剥離ライナ除去工具を前進させるように接触するように機能的に適合（即ち
、設計、寸法決定、及び構成）されている、実施形態１～７のいずれか１つに記載の装置
。
　９．少なくとも１つ以上のウェザーストリップアクチュエータローラの回転を駆動して
、それによってウェザーストリップ本体の長さに沿って剥離ライナ除去工具を前進させる
少なくとも１つ以上のウェザーストリップアクチュエータモータと、剥離ライナ除去工具
を取り付けるか、又は、剥離ライナ除去工具にその他の方法で取り付けられた少なくとも
１つ以上のウェザーストリップアクチュエータモータとを更に備える、実施形態８に記載
の装置。
　１０．少なくとも１つ以上のウェザーストリップアクチュエータローラがウェザースト
リップ本体の長さに沿って移動するように強制されたときに、剥離ライナ除去工具がスラ
イドレールに沿って前後に摺動できるように、剥離ライナ除去工具を少なくとも１つ以上
のウェザーストリップアクチュエータローラに接続する付勢された（例えば、バネ付勢さ
れた）スライドレールを更に備える、実施形態８又は９に記載の装置。
　１１．ウェザーストリップの背面上の接着剤層を少なくとも基材表面の所望の部分に付
着するように押し付けることができるように、ウェザーストリップ及び少なくとも基材表
面の所望の部分を少なくとも１以上のウェザーストリップアクチュエータローラと少なく
とも１つ以上のウェザーストリップニップローラとの間に配置することができるように、
少なくとも１つ以上のウェザーストリップアクチュエータローラに取り付けられた少なく
とも１つ以上のウェザーストリップニップローラを更に備える、実施形態１～１０のいず
れか１つに記載の装置。それぞれのウェザーストリップアクチュエータローラが、自由に
回転可能である（例えば、アクチュエータモータによって直接に回転しない）ことが望ま
しくあり得る。
　１２．少なくとも１つ以上のウェザーストリップニップローラ及び少なくとも１つ以上
のウェザーストリップアクチュエータローラを、ウェザーストリップ及び少なくとも基材
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表面の所望の部分をそれらの間に配置させるのに十分に強制離隔させながら、少なくとも
１つ以上のウェザーストリップニップローラ及び少なくとも１つ以上のウェザーストリッ
プアクチュエータローラを互いに向けて付勢する付勢機構（例えば、バネ付勢機構）を更
に備える、実施形態１１に記載の装置。
　１３．少なくとも１つ以上の剥離ライナ引きローラと、剥離ライナの後部を、傾斜した
後端を越えて、剥離ライナ案内面の少なくとも一部を横切って、ウェザーストリップから
離れて引くように少なくとも１つ以上の剥離ライナ引きローラを駆動する少なくとも１つ
以上のアクチュエータモータとを更に備える、実施形態１～１２のいずれか１つに記載の
装置。
　１４．少なくとも１つ以上の剥離ライナ引きローラは、剥離ライナの後部と摩擦係合す
る、実施形態１３に記載の装置。
　１５．少なくとも１つ以上の剥離ライナ引きローラは、剥離ライナの後部が巻き上げら
れるスプールである、実施形態１３に記載の装置。
【００３４】
　組み合わせの実施形態
　１６．実施形態１～１５の任意の１つに記載の装置及び接着剤付きウェザーストリップ
の組み合わせであって、ウェザーストリップは、ウェザーストリップ本体の背面に装着さ
れた接着剤（例えば、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙによって販売されるアクリル発泡体装着テー
プなどの接着テープ）の層を含み、接着剤層は、該層に取り付けた剥離ライナによって保
護され、ストリッパ部は、ウェザーストリップ本体上に取り付けた剥離ライナと接着剤層
が接合される基材表面との間に配置されるように機能的に適合（即ち、設計、寸法決定、
及び構成）される、組み合わせ。
　１７．接着剤層上の剥離ライナは、中央長手軸線を有し、ウェザーストリップスペーサ
の中心軸線は、接着剤層の中央長手軸線と概ね一致するか又は平行に延びる、実施形態１
６に記載の組み合わせ。
【００３５】
　方法の実施形態
　１８．実施形態１～１５の任意の１つに記載の装置を使用して接着剤付きウェザースト
リップを基材表面に適用する方法。
　１９．実施形態１６又は１７に記載の組み合わせを用いて接着剤付きウェザーストリッ
プを基材表面に適用する方法。
【００３６】
　本発明には、その趣旨及び範囲から逸脱することなく、様々な改変及び変更を行うこと
ができる。したがって本発明は上記の記載によって限定されるものではないが、以下の「
特許請求の範囲」及びそのあらゆる均等物において記載される限定条件によって規制され
るものである。
【００３７】
　本発明は、接着剤の表面を保護する剥離ライナを有する装着テープ、又は、他の接着剤
を使用して装着される任意の細長いシール（例えば、１本のウェザーストリップ）、又は
、他のそのような構造体を装着するときに使用され得る。ウェザーストリップシール（ゴ
ムを基本とするシール、通常はＥＰＤＭ、ＴＰＶ、又は、ＴＰＥ）以外のそのような細長
い構造体の例としては、剛性又は可撓接着剤付き細長いプラスチック部品－本体側面モー
ルディング、光輝ストリップ（bright strips）などのトリム構成部品－を挙げることが
でき、また、例えば、肉薄ストリップの形の金属部品を挙げることができる。本発明は、
テープ取り付け式の構成部品を有する任意の業界内で使用され得るが、自動車用ウェザー
ストリップシール装着だけに限定されない。
【００３８】
　本発明は、本明細書に詳細に開示されていない要素を欠いても適宜実施され得る。
【００３９】
　「背景技術」の項において引用したものを含めて、上記に引用したすべての特許及び特
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